
防衛省は、奄美大島の陸自ミサイル基地建設では、

１年以上かけて環境調査を実施しました
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　九州防衛局発行の奄美大島住民向けの説明パンフがあります（写真１）。

　その中に、基地建設は法律や鹿児島県の条例で定めている環境アセスメン

トの対象事業ではないが、平成 27 年度から平成 28 年度にかけて環境調査は

行っていると書いています（写真２）。いわゆる「自主アセス」です。

　奄美大島への陸自配備予算は、平成 27（2015）年度の防衛予算に用地取得

費 32 億円がついたのが最初です（写真３ 平成 27 年度防衛予算概要より）。

　パンフの工程表を見ると、その後１年以上をかけて環境調査を行い、それ

と平行して用地取得交渉を進めたようです（写真４）。

　防衛省が石垣島に陸自ミサイル基地を置くつもりなら、その前に、奄美大

島と同様に、沖縄県の条例に沿った環境アセスメントを自主的に行って、結

果を説明してもらわなければなりません。

　まだ用地取得予算もついていない状態なのに、実質上の用地取得交渉

（「配備の手続き」）を始めていますが、これは順序が逆です。いずれ、平

成 29 年度補正予算あるいは平成 30 年度概算要求に取得費を盛り込むつもり

なのでしょう。私たちは断固反対しますが、仮にその予算がついたとしても、

それ以後に１年以上をかけて環境調査をしてもらわなければなりません。市

有地を売ったり貸したりする話をするのは、その後です。






